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平成 29 年７月４日 都市・環境常任委員会 議会報告会／シティ・ミーティング概要 

 

【議会報告会】 

○小型一般ごみ収集車の取得に関して今後の保有台数の増減見込みについて確認したい。 

⇒議員 人口減少や収集業務の民間への委託により、保有台数は減少する見込みである。 

   高齢者等への配慮から民間業者に委託して各家庭の玄関前でごみを回収している自

治体もあるが、今後、市の施策展開と合わせてごみ収集車の配備についても考えて

いかなくてはいけないと思う。 

 

【シティ・ミーティング】 

≪テーマ：公共交通のあり方について≫ 

○過去に実施したデマンド交通の社会実験に関して内部地区の試行路線が高齢者を対象と

した理由について確認したい。 

⇒議員 水沢・桜地区で実施した社会実験では通勤、通学している世代はバスではなく、

自動車を利用する場合が多いという結果が得られたため、内部地区では通院や買い

物需要に対する移動手段の確保を目的とした高齢者を主な対象とすることになった。 

 

○自家用車を利用して四日市市役所に来庁した場合は、駐車券の補助制度があるが、公共

交通機関を利用した場合の交通費の補助制度や特典について検討はしていないのか。 

⇒議員 現在、公共交通機関を利用して公共施設に来庁した場合の補助は実施していない。

以前に商店街の店舗の協力を得て四日市あすなろう鉄道内部・八王子線の乗車証明

書を持参した場合は、値引きを実施した経緯もあるが、市政としてどのように制度

化をして実施していくかについては難しい問題であり、今後の課題として捉えてい

る。 

 


